
(普通作物一麦一育種） (農産一育種一二条大麦）

課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

２０ビール大麦の品質向上

裂皮粒や凸腹粒発生要因の解明
分類 ②

６２～１年（終了）

ビール大麦の品質低下要因である裂皮粒（内外穎の境目が開く）や、凸腹粒（縦溝が開く）
の発生要因を解明する．

１１試験方法

裂皮粒や凸腹粒の発生実態を調査し、栽培・環境条件との関係を検討し、子実の形態的な面
からの考察をする．

Ⅲ主要成果の概要

１裂皮粒や凸腹粒の発生には品種間差がある（第１表） ●

２早播で裂皮粒が多発し、成熟期頃の降雨で凸腹粒が発生する（第２表）
３施肥量の多少、踏圧回数は裂皮粒や凸腹粒の発生には影響しない（第２表）
４出穂前の過湿としや光、過湿と低温で裂皮粒が多発した（第３表）● ｡

５内外穎の長さと幅は出穂前の短期間に急伸するので、この時期の過湿、低温日照不足な
どの不良条件が裂皮粒を発生させる．早播で多発するのはこの時期の不良環境にあいや
すいたためであろう．

６裂皮粒防止には早播を避け、凸腹粒防止には成無後すみやかに収穫し、降雨にあわせな
いことである．

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表主要なビール大麦８品種の被害粒の発生程度

側面裂皮粒率(％）凸腹粒率(％）
品種名一----..-------------＝一一一一

５９６０６１６２年５９６０６１６２年

ミサトゴールデン０５１０７４０１

ミカモゴールデン３２１１２０００１

ニシノゴールド９８３０６００００

さっきばれ３２２１６２０１０

にらさき二条９３３３１１０００２

きぬゆたか０ １２０２６１１２９４

あまぎ二条００３０２７１６１２２

はるな二条５３１２２０００１

平均４３１４３８４５１

注）昭和５９～６２年度ビール大麦合同比較試験供賦材料を用いた‘

－５６－



－５７－

第２表播種期、施肥量及び踏圧と被害粒率＊

品種名番号*＊出穂期 側面裂皮粒率凸腹粒率

(処理）（61年度）（61年度）

月日％

ニシノ１（早播）４．０５１８．５（24.5）

ゴール２（標準）４．１６３．５（13.8）

ド３（踏圧）４．１６２．５（13.6）

４（多肥）４．１７１．０（10.5）

５（晩播)稗＊４．２００（3.4）

あ ま ぎ １ ４ ． ０６０

二条２４．１７１．０（’

３４．１７０

４４．１７０

５**＊４．２７０

吉系1６１４．０４５６．０

３４．１６３０．０

５**＊４．２０ ２２．０
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注）①＊粒率は61年度の側面裂皮粒率が脱穀前、その他(62年度)は脱穀後に調査した。

②＊＊播種期(月.日)は番号1:11.08～１０，２～4:11.19～20,5:12.01～０５で、２:普通期の

標準区(踏圧1～２回、窒素施用量9kg／10a)に対し､3:踏圧5回､4:窒素施用量11kg／10ａ

と栽培法を変えた。

③林＊降雨(６月1～3日)後に収穫した。

、第３表過湿及びしや光が側面裂皮粒の発生に及ぼす影響

処理 吉系１６ニシノゴールド

節間伸長期(３月５日)～出穂期(４月16日)の過湿５３．４２．８

自然状憩５５． ０ ． ５ ． ３

節間伸長期(３月５日)～出穂期(４月16日)の過湿と９９．５２３．８

出穂期３週間前～出穂期のしや光処理

出穂期３週間前～出穂期 のしや光処理４８．７２．２

節間伸長期(３月５日)～出穂期１週間前(４月16日）９１．０

の過湿と出穂期４週間前～１週間前の低温

出 穂 期 ４ 週 間 前 ～ １ 週間前の低温７７．５－

注）昭和62年度の結果．値は粒率

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点普及指導上の参考とする

Ⅵ今後の研究上の問題点裂皮粒や凸腹粒の発生の少ない品種の育成

Ⅶ資料名農業及び園芸，第６４巻（１９８９）：３９５－４０２０


